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T6T ,a･旦 ∇nα+,a¢V(慧 +旦 ▽｡,a一意 〔nαE･量×B〕-- a,a(1)
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ことに､suffixαは電子(e)又はイオン(i)を区別三し､Ilは経子の流束､Tは盤
度､ inは質量 ､ nは密度トeは電荷､Eは電場､Bは電場､ >･は中性粒子との
衝突頻度を表わす｡この式で､オ 3､ 4項は慣性項を表わし(又､温度は二様
とした ｡ J. ･, ∫
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(.2),(5),(6)を(1日(3)再 圧 適用 して､電流
J-2a匂n3
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と査 わ､且つEoは Eoに平行 となるか ら､乱れの存在は電流に小さな影響 し
か与えない｡
これに対 してE｡⊥Bでは､E｡方向の竜流に乱れの影響が強 (現われ うるこ











(a･o)1`≫ 1) では牙二琴 よb木 きくなる可能性があるo 以下この場合に話を
限ろう｡
富川 らほ ､ a,K-ni'0-0とし､ 電子の流れFeのみを考えて､もしも密度揺動
匝ef矧 2 が童場によらなければも強磁場の在隈で､ 乱れのなしへときのJ-
Ge-2に対 して- 乱れがあればJ∝ Be～1となることを示 したoこれ に対 して
Kad｡mtsev2k強蔵場ではイオンの流れが無視できず､特に (li)式の盲板に比
例する項の電流への影響は電子とイオンで互しへに消 し合 うことを指摘 した｡ し
か しこれは強麓壕/b極限での藷で､外部電場を充分早 く振動させて (a,O≫ Bij
イオンがついて行けな くすれば事情が変つで来る｡
そこでこのような場合 , 乱れの効果が電流にどの程度現われるかを､･(1),(2)～ rl
(3底 に基しって評価 してみたo問題は玉野,縫ってn錘 ),nir鞘を求めることで
ある｡
まず簡単な計算か ら次の ような関係式重言導か串るO-■



















がえられるが､ここではこれを使わない｡その代 れ Ref又 は Rif の中の一方｣二l
細 を残工*)R昌及び弓 は無準すやとい う近似妄奪 う云 霊㈲ ･p-;(K博 聞
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(15)式を､(i)wT2-BT2,囲k2}2- 1,稗 Be- wo- wx･Ja- yT(T-e,～γ
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となることが示される O この結果か ら､ a'- iでは乱れる影響は概 して/1､さい





え られる｡ しかし､このような場合の議論は､1のような現象論的取 b扱いで
は不充分であると思われる｡
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